PDCAサイクルをどう回すか。

Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）

P　今回の大人達への研修を企画いたします。
D　計画の通り７月に事業にて実施いたします。
C　今と昔の違い、正しい薩摩の教えの知識習得、信念をもつ大切さの必要性を学ぶ事ができたかをアンケートをもって検証いたします。
A　今回の伝え方は適切であったか？更に効果的に学ぶためには？
　　もっと多くの方に伝播するには？
など、今回の検証をもとに次回へ引き継ぎます。
このPDCAサイクルを回すことで、地域へ学びを伝え広がり続け、多くの方に共感いただき日常生活の中で実践されたとき、信念をもった子どもたちを育成し続ける仕組みとなり夢や希望、笑顔が溢れる地域となります。


※事業の将来像として、今回の学びが地域に必要であると感じて頂き子ども会や学童クラブ等で学ぶ機会が継続的に実施されていくこと、そして多くの子どもたちに薩摩の教えが実施され、今後予測される激動の時代で自らの道を切り開く事のできる信念をもった子どもが多く輩出される地域となる。










【参照】

[bookmark: _Hlk508300678]PDCAサイクル（PDCA cycle、plan-do-check-act cycle）は、事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手法の一つ。 Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の 4段階を繰り返すことによって、業務を継続的に改善する。
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[bookmark: _GoBack]「Plan=計画」
目標を設定し、目標達成のために何をするべきか仮説を立て、プランニングすることです。
何をするのか・誰に対してするのか・なぜするのか・どのくらいの量を行うのか・いつまでに行うのか…など基本の5W1Hを更に詳しく分解して考えていきます。
「Do=実行」
計画をもとに実行することです。
計画したことを意識し、結果が分かるように、時間を測る・数を数えるなど数字を付けることが大切です。
「Check=評価」
計画に沿った実行が出来ていたのかを検証することです。
実行した結果が、良かったのか悪かったのかを判断します。その時に、実行で述べた数字を付けておくと具体的根拠ができるので検証の正確性が増します。
「Action=改善」
検証結果で見えた、課題の解決策を考え改善することです。
実行した結果、この計画を続けるか・止めるか・改善して実行するかなどを、この段階で考えます。この時に、次のサイクルの「Plan」を意識して考えることが重要なポイントです。
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